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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　白髪化を低減するための方法であって、ポルフィリディウムバイオマスの水性抽出物、
および医薬としてまたは化粧品として許容される担体を含む組成物を、頭皮または無毛で
はない皮膚に適用するステップを含み、
　前記水性抽出物が、非変性の抽出物であり、前記非変性の抽出物が、（ｉ）０．５％（
ｗ／ｖ）で少なくとも２ｎｍｏｌ／分／ｍｌの過酸化水素分解もしくは排除活性、または
（ｉｉ）０．５％（ｗ／ｖ）で、内因性ケラチノサイト過酸化水素分解もしくは排除活性
を少なくとも５０％向上させる活性を有し、
　前記組成物が、不溶性ポルフィリディウム材料を含まない、方法。
【請求項２】
　高齢者の皮膚の状態を改善するための方法であって、ポルフィリディウムバイオマスの
可溶性水性抽出物、および医薬としてまたは化粧品として許容される担体を含む組成物を
、約６５歳を超える対象の皮膚に適用するステップを含み、
　水性抽出物が、非変性の抽出物であり、前記非変性の抽出物が、（ｉ）０．５％（ｗ／
ｖ）で少なくとも２ｎｍｏｌ／分／ｍｌの過酸化水素分解活性、または（ｉｉ）０．５％
（ｗ／ｖ）で、内因性ケラチノサイトの過酸化水素分解および排除活性を、少なくとも５
０％向上させる活性を有し、
　前記組成物が、不溶性ポルフィリディウム材料を含まない、方法。
【請求項３】
　対象において、低色素性皮膚病変の出現を低減するための方法であって、ポルフィリデ
ィウムバイオマスの可溶性水性抽出物、および医薬としてまたは化粧品として許容される
担体を含む組成物を、それを必要とする対象の皮膚に適用するステップを含み、
　水性抽出物が、非変性の抽出物であり、前記非変性の抽出物が、（ｉ）０．５％（ｗ／
ｖ）で少なくとも２ｎｍｏｌ／分／ｍｌの過酸化水素分解活性、または（ｉｉ）０．５％
（ｗ／ｖ）で、内因性ケラチノサイト過酸化水素分解および排除活性を少なくとも５０％
向上させる活性を有し、
　前記組成物が、不溶性ポルフィリディウム材料を含まない、方法。
【請求項４】
　前記組成物が、Ｌ－メチオニンをさらに含む、請求項１から３のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項５】
　前記ポルフィリディウムバイオマスの供給源が、Ｌ－メチオニンを強化する条件下で成
長させたものである、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記組成物を適用するステップが、処置した領域におけるハイドロジェンペルオキシダ
ーゼの濃度を低下させる、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　（ｉ）毛髪の灰色化を遅くする、（ｉｉ）自然な毛髪の色を保つ、（ｉｉｉ）毛髪の灰
色化を逆行させる、および／または（ｉｖ）毛髪の灰色化を遅延させる、請求項１に記載
の方法。
【請求項８】
　（ｉ）皮膚の菲薄化を遅くする、または（ｉｉ）皮膚の乾燥を低減する、または（ｉｉ
ｉ）皮膚の掻痒を低減する、または（ｉｖ）血腫発症の重症度を低下させる、または（ｖ
）皮膚の表在性創傷の治癒を向上させる、および／または（ｖｉ）皮膚の脆弱性を低下さ
せる、請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　（ｉ）低色素性皮膚病変の発症を遅くする、（ｉｉ）自然な皮膚の色を保つ、（ｉｉｉ
）低色素性皮膚病変の発症を逆行させる、および／または（ｉｖ）低色素性皮膚病変の発
症を遅延させ、
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　前記低色素性皮膚病変は、特発性滴状低メラニン症または白斑である、請求項３に記載
の方法。
【請求項１０】
　ポルフィリディウムバイオマスの可溶性水性抽出物、および医薬としてまたは化粧品と
して許容される担体を含む局所用組成物であって、
　前記可溶性水性抽出物が、非変性の抽出物であり、前記非変性の抽出物が、（ｉ）０．
５％（ｗ／ｖ）で少なくとも２ｎｍｏｌ／分／ｍｌの過酸化水素分解活性、または（ｉｉ
）０．５％（ｗ／ｖ）で、内因性ケラチノサイト過酸化水素分解および排除活性を少なく
とも５０％向上させる活性を有し、前記組成物が、不溶性ポルフィリディウム材料を含ま
ない、局所用組成物。
【請求項１１】
　Ｌ－メチオニンをさらに含む、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記ポルフィリディウムバイオマスの供給源が、Ｌ－メチオニンを強化する条件下で成
長させたものである、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記組成物を適用するステップが、処置した領域におけるハイドロジェンペルオキシダ
ーゼの濃度を低下させる、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１４】
　ポルフィリディウムバイオマスの可溶性水性抽出物、および医薬としてまたは化粧品と
して許容される担体を含む局所用組成物であって、
　前記可溶性水性抽出物が、（ｉ）０．５％（ｗ／ｖ）で少なくとも２ｎｍｏｌ／分／ｍ
ｌの過酸化水素分解活性、または（ｉｉ）０．５％（ｗ／ｖ）で、内因性ケラチノサイト
過酸化水素分解および排除活性を少なくとも５０％向上させる活性を有し、前記組成物が
、不溶性ポルフィリディウム材料を含まない、局所用組成物。
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